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福 地 光 男
標記委員 会(CCAMLR)の 第16回 目の年 次会 合が 開
かれ た.と ころでCCAMLRに つ いて極地研 ニュース に
どの くらい報 告が あるのか と気 にな り,バ ックナ ンバ ー
をチ ェ ックした ところなん とここ数年記録 が ないこ とが
判 明 しま した.そ こで今 回は第16回 会合報 告 ととも に
CCAMLRに つい て少 々報告 します.
CCAMLRは1982年4月7日 に発効 した 「南極 の海 洋




る.英 名の イニ シャル をとる と共にCCAMLRと なるが,
通常委員会を示 してCCAMLR　(キャメラー)と 呼んでい
る.本 条約の前文 において,「南極条約協議国が負ってい
る生物資源の保護 と保存 に関する責任,特 に南極 条約 第9
条1(f)の 規定 を認識 し」,「第9回 南極条約協 議 国会 議
で の海 洋生物資源 の保存 に対す る関心 及び この条約 の作
成 を導 いた勧告IX-2の規定の重要性 に留意 し」,「南極 の
海 洋生 物の保存 を確 保す るため に…」 と明記 されている
こ とか ら分か る ように,南 極条約 か ら派生 して生 まれた
国際的な取 り決 めである.ち なみ に南極 条約か ら派生 し
た もの としては,「南 極の動物相 及び植物相の保 存のため
の合意措置」,「南極 のあ ざらしの保存 に関す る条約」 に
続 く3番 目の ものである.
1970年に旧ソ連邦 が底魚の一種　(NotOtheniαrosSii,和
名 ウミタカスズキ)を1年 間 に約40万 トン漁獲 し,数 年
の内に,こ の魚類資 源を著 しく枯渇 させたことがある.ま
た,1974年に は 日本 と旧 ソ連邦 が ナ ンキ ョクオキ ア ミ
(Euphascsia　guperbα)漁業 を本格的 に開始 し,1980年に
は旧ソ連邦 は年 間48万 トン弱 まで オキア ミ漁獲 量を延ば
した(そ の後1982年に これ までの最 高49万 トンを記録)
ことがあ る.し か し,当 時 これ らの漁業 活動 を国際 的に
検 討する場 がなかった.
この ような状況 を憂慮 した南極条約協議国は1977年ロ
ンドンでの第9回南極条約協議国会議で勧告 をまとめ,以
来南極海洋生物資源の保存のための条約の草案作 りが進






め られた.こ の計画はSCARの中心的な研究課題 として
10年計画で実施 され,そ の結果,ナ ンキョクオキア ミ資
源量の見積 もり等の基礎的なデータが集積 され,そ の後
のCCAMLRの活動への大きな原動力となった.
この ような経緯で生まれた同条約は,海 洋生態系の概
念 を基調とした極めてユニークな条約であ り,第1条 で
は条約の適用範囲を単 に南緯60度以南 という地理的な範
囲で規定するのではなく,南極海洋生態系の境界 となる
南極収束線の位置を考慮 して決めてある.ま た,海 洋生
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1997年12月4日現 在
南極の海洋生物資源の保存に関する条約への締結国の状況等
1締 約 国 署 名 日 a)批 准 日
b)発 効 日
CCAMLR構 成 国 と[
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本条約 の草案 にいた る経緯 及び発効 した条約 その ものに
つ いては,国 立極地研究所前所長であ る星合孝男先生が,
それぞれ,月 刊 「海洋」(1979年11巻7号)及び 「極地」
(1981年32号)に詳 しく解説 されてい る.
さて,本 条約 は1980年5月20日オース トラリア,キ ャ
ンベ ラにおい て15か 国 に よ り署 名 ・採択 され(原 署名
国:ア ルゼ ンチ ン,オ ー ス トラ リア,ベ ルギー,チ リ,フ
ランス,西 ドイツ,東 ドイツ,日 本,ニ ュー ジー ラン ド,
ノルウェー,ポ ーラ ン ド,南 アフ リカ,ソ ビエ ト連邦,英
国,米 国),そ の後署 名国の批准等の手続が進行 し,1982
年4月7日 に発効 した.条 約 の規定に よりオース トラリア
政府 が寄託 国 とな り,委 員会(CCAMLR)の 本部 は同国
の タス マ ニ ア州 ホバ ー トに置 か れ,1982年7月 よ り
CCAMLRの 活動が開始 された.　CCAMLRで の公用語 は
南極条約協 議国会議 と同 じ く,英 語,フ ラ ンス語,ロ シ
ア語及 びスペ イ ン語の4か 国語で ある.
南極 条約か ら派生 した本条約で はあるが,南 極 条約 と
● 異なる点があ・・醜 条約で・条約の繍 国につい・撒
議 国 　(Consultativeparty)　と 非 協 議 国　(Non-consultative
party)とに 区 別 して い る が,　CCAMLRで は 委 員 会 の 構
成 国(Members　of　CCAMLR)　 と非 構 成 国　(States　par-
　 　 　ty　to　the　Convention　but　not　members　of　the　Commission)
と に 区 別 さ れ て い る,こ の 非 構 成 国 は オ ブ ザ ー バ ー
(Observers-AccedingStates)　と 通 称 さ れ て い る.ま た,
こ れ ら の 国 の ほ か に 出 席 を 認 め て い る 団 体 等 の 扱 い に も,
南 極 条 約 協 議 国 会 議 とCCAMLRと の 間 に 相 違 点 が あ る.
南 極 条 約 協 議 国 会 議 で は,　CCAMLR,　SCAR,　COMNAP
(Ceunsil　ofManagers　of　Nationa1　Antarctic　Program　:南
極 観 測 実 施 責 任 者 評 議 会)は オ ブ ザ ー バ ー　 (Observers)
と し て 扱 わ れ て お り,そ の 他 に,専 門 家　(Experts)　と し
て,い わ ゆ る 非 政 府 機 関 　(Non-governmental　organiza-
tions)があ り,こ れ に はASOC　 (Antarctic　Southern
Ocean　Coalition　:南 氷 洋 連 合),　 IAATO　(International
AssoeiationAntarcticaTourOperators　国 際 南 極 観 光 協●会),　 IOC　(lntergovernmentalOceanographicCommis-
sion　:政 府 間 海 洋 学 委 員 会)等 が 含 ま れ て い る.… 方,
CCAMLRで は 非 構 成 国 の こ と を オ ブ ザ ー バ ー と い う ば か
り で な く,同 じ オ ブ ザ ー バ ー と い う呼 称 で,国 際 機 関 オ
ブ ザ ー バ ー　(Observers-InternationalOrganizations)　が
あ り,こ の 中 にSCAR,IOC,IUCN　 (IntemationalUnion
for　Conservation　of　Nature　and　Natural　Resources　:国
際 自 然 保 護 連 合),　 IWC　 (InternationalWhalingCom-
mission　:国 際 捕 鯨 委 員 会),　CCSBT　(Commissionforthe
Conservation　of　Southern　Bluefin　Tuna　:み な み ま ぐ ろ 保
存 委 員 会)が 含 ま れ る.更 に 非 政 府 機 関 オ ブ ザ ー バ ー の
区 分 け が あ り,こ こ にASOCが 位 置 付 け ら れ て い る.
南 極 条 約 協 議 国 とCCAMLRと に 共 通 し て い るSCAR
やASOCの 扱 い が 両 者 間 で 微 妙 な 相 違 が あ り,あ る と き
CCAMLRの 年 次 会 合 に お い て 環 境 保 護 団 体 で あ るASOC
の 出 席 を め ぐ っ て,「 加 盟 国 で な い オ ブ ザ ー バ ー は い ら な
い 」 との 某 国 の 発 言 が あ り,　SCARオ ブ ザ ー バ ー か ら 「そ
れ じゃSCARも オブザーバーであるか ら出てい くのか?」
とのや りとりが あった ことがあ る.
さて,大 分前置 きが長 くなって しまったが,　CCAMLR
第16回会合(CCAMLR-XVI)はオース トラリア,タ ス
マニ ア州,ホ バ ー ト市 にお いて1997年10月27日(月)
か ら11月7日(金)の2週 間 にわた って開か れた.第1
週はお もに科学 委員 会が 開かれ,第2週 が科学 委員会 の
報告 を受 けた形 で本委 員会が 開かれ た,出 席 した構成 国
は,原 署名国15か 国の内,東 西 ドイツはその後1か 国 と
な り,ソ ビエ ト連邦 は ロシア となってお り,国 数 と して
は14か 国,そ の後,本 条約 に加盟 しCCAMLR構 成国 と
なった8か 国(ブ ラジル,イ ン ド,イ タ リア,韓 国,ス
ペ イ ン,ス ウェーデ ン,ウ クライナ,ウ ル グアイ)を 合
わせた合計22か 国,及 び,　EC　(EuropeanCommunity　:
ヨー ロ ッパ共 同体)の1機 関がCCAMLRの 構成 国 と し
て 出席 した.そ の 他,本 条 約 に は加 盟 して い る が
CCAMLRの 非構成国 と してフ ィンラ ン ドが 出席 した.
1997年12月現在のCCAMLR構 成国は上記22か 国 と1
機 関であ るが,　CCAMLRオ ブザーバーはフ ィンラン ドの
他 にブ ルガ リア,カ ナ ダ,ギ リシャ,オ ランダ,ペ ルー
の合計6か 国が登録 され てい る.条 約締 約国の 一覧 を別
表 にま とめた.表 には各締約 国の批 准 日など も記入 して
あ る.こ の表か ら分か る ようにECは 当初EEC　(ヨー ロ
ッパ経済共同体)と して構成 国 となっていた,
CCAMLR-XVIへの 日本か らの 出席者 は水産庁関係 か
ら5名,外 務 省関係 か ら2名,水 産漁業関係者が5名,そ
れ に文部省関係の福地 を含む合計13名 であ り,出 席 国の
中でか な り出席者数の 多い方 であ る
CCAMLR-XVIは1997年10月27日,タスマ ニア州総
督 の挨 拶 で 開会 され た が,総 督 は か な り強 い 口 調 で
CCAMLR水 域で の違法操業 について触れ,　CCAMLRと
しての対応 に大 き く期待 を寄せ る発言 があ った.こ の発
言 に象徴 される ように第16回 会合の焦 点は,イ ン ド洋 区
におけるマゼ ラ ンア イナ メ(通 称 メロ,　Patagoniantooth
fish,　Dtssosttehus　teginoides)底魚漁業 におけ る違法操
業　(illegal　fishing)　,　規制外操業　(unregulated6shing)　や
無報告操業　(unreported　fishing)　であ った.ま た,本 魚
種へ の新 規 ・開発漁業 の 申請件 数が増 えて お り,こ れ ら
の扱い も焦点の ひとつ であった.
これ らの状況 を反映 し,同 日の本委員会会合 の冒頭,議
題 の選択 で は英 国 よりこれ ら違 法操業の問題 を新 たな議
題 として追加す るこ とが提 案 され,採 用 され た.本 議題
は本委員会で検 討 され たが,最 終的 には北西 大西 洋漁業
機 関　(NAFO　:　Northwest　Atlantic　F sheries　Organiza.
tion)等の事例 を反映 し,違 法操 業等 の取締 りの為の情報
支援 システ ムの構 築,港 湾内臨検制度 の確 立,条 約 非締
約国への 申 し入れ ・働 きかけ方法の改 善,規 制外 ・無報
告操 業 に よる漁 獲 物 流通 の防 止措 置 の 検討 が行 わ れ,
CCAMLRと しての迅速な対応を高 く評価する声が聞こえ
た.
科学委 員会会合 において も違法操業 等の 問題が取 り上
一3一
極 地 研 ニ ュ ー ス140
げ られたが,こ の問題 は基本的 には科学・委員 会で扱 う性
質ではな く,本 委員会の問題である との態 度を明確 に し,
資 源量の評価,許 容漁 獲量の検 討等 の科学的 な議論 を行
った.し か し条 約締約 国 に よる漁獲量 や沿岸国の200海
里 内の漁業量 に対 し,違 法操業等 に よる漁獲量 は数倍 に
なる と推定 され科学 的検 討の難 しさがあ らわれ た.
さて,ナ ンキ ョクオキア ミの1996/97年漁期(1996年7
月1日 ～1997年6月30日の間)の 総漁獲最 は82,508トン
で前漁期 よ り19%減 少 した.内,日 本が58,798トン,残
りが ポーラン ド,ウ クライナ,英 国による漁獲であ った.
英 国が 初めて オキア ミ漁業 に参入 し,来 漁 期 も意欲 を示
したこ とは,こ れ まで 日本 の オキア ミ漁業 に対 して,ペ
ンギ ン捕 食活動へ の競 合 を問題 と して,ネ ガテ ィブな態
度 を示 していた国 とは思 えない印象であ った.そ の他,ウ
クライナ とカナ ダの共同操業 や,韓 国,ウ ル グアイ,ロ
シア,中 国,米 国 も来漁期の オキア ミ漁業計画 を示 した,
魚類 に対 す る 漁獲 遣 は前 漁 期 よ り20%増 え,合 計
10,562トン(内,95%が マゼ ランアイナメで10,337トン)
の漁獲 の報告 がCCAMLR加 盟国 よ りあ った,沿 岸 国に
よる200海里内で の漁獲量 を加 えたマゼ ランア イナ メの
総漁獲量 は32,991トンであ った.そ の他 にポー トルイス
や南 アフ リカでの水揚 げ情 報 か ら違法操業等 の漁獲量が
74,000～82,200トンにのぼ る と推定 され た.
新規及び開発漁業 と しては,1996!97年漁期 は7件 の新
規事業 が中請 され,内4件 で 漁獲報告 があ り,マ ゼ ラン
ア イナ メが約2,500トン,イ カ81ト ン(韓 国 と英 国の共
同漁業 であ り,内53ト ンは1997年7月以降の漁獲)が と
られた.1997/98漁期にはマゼ ランアイナメ新規6件,イ
カ新規1件,マ ゼ ランア イナ メの 開発漁業4件 の合計ll
件が ウクライナ,南 ア フリカ,ニ ュー ジー ラ ン ド,ノ ル
ウェー,チ リ,ウ ルグア イ,オ ース トラ リア,ロ シア,ウ
クラ イナか ら申請 され た,最 終的 には本委員会です べて
の申請が認め られた.マ ゼ ランアイナ メの来漁期 での予
防 的な漁獲制 限は前年の18,128トンを下 回 り13,321トン
とされた.
SCAR関連の話題 と して,第15回 会合に続 き,本 会合
に も2年 続けてSCARか らの正 式の オブザーバ ー出席 が
行 われなかった,　SCAR事務 局の手 落ちであろ うとのこ
とであったが,気 にかかる ところで あ った.　SCARの 中
にあ ったGOS-SOE　(Group　ef　Specialists　on　Southern
Ocean　Ecology　:南大洋生態学専 門家 グループ)が 解散 し
た事 を反映 しての こ となのか定 かで はない.科 学委員 会
と してSCARオ ブザ ーバーの欠席に対 して遺憾 の意が表
明 された.し か し,　SCARのGOS-EAC　(Group　of　Spe-
cialists　on　Envh℃nmental　Affairs　andConservation　:環境
問題及 び保護に関す る専 門家 グ ルー プ)の メ ンバーで あ
る ブラジル ・　E.　FantaよりGOS-EACの活動が報告 され
(福地 もメンバーの一 人であ る),科学 委員 会のW(IEMM
(Working　Group　on　Ecosystem　Monitoring　a dManage-
ment　:生態系モニ タ リング と管理 に関す る作業部会)の
活動 との緊密な関係が期待 され た,ま た,南 極環境 保護
議定書 の発行 に伴 い,　ASPA　(Antarctic　Specially　Pro-
tected　Area　:南極特別保護 地 区)やASMA　 (Antarctic
Specially　Managed　Areas　:南極 特別管理地区)の,海 域
を含 む地域 の整備 につ いてはCCAMLRと の緊密 な関係
が今後必要 となって くる.
さて,本 報 告の終 わ りに,こ れ まで のCCAMLRへ の
極地研 か らの 出席状況等 を以下に まとめ た.1982年の第
ユ回会合へ は松 田達郎元所長(極 地研ニ ュース51号),第
2回か ら第5回 まで を星合孝 男前所 長(極 地研 ニ ュース
62,63,69号),第6・7回および第10・11回 を内藤靖
彦企画調整官(極 地研 ニュース82号)が 出席 し,残 りの
会合 に福地が出席 した(極 地研ニ ュー ス94・100号).福
地 が出席 した当初 は,オ キ ア ミ漁 業活動 とオキ ア ミ資源
の維持,ま たオキア ミ漁業活動 とペ ンギ ン等の大 型動物
の捕 食活動 との競合 関係 が議論の 中心 であ った.い か に
小規模 なオ キア ミ漁獲量 であ って もそれが大型動物 の生
態へ影響 を及ぼすの であれば,そ の漁業 活動 はや めるべ
き㌶ と篇1欝欝 毅 凛凛㌫ 」長●
科学委員会の生態系モニタリング計画による活動が次第
に蓄積され,そ の結果オキア ミ資源量や大型動物の捕食









国際 シ ンポ ジ ウム 「大 陸 の起 源 と進化 」 報 告
　 　 　 Intemational　Symposium
``O
rigi皿and　Evolutin　ofContinents"
平成9年10月13日 と14日の2日 間にわた り,東 京代 々
木の 国立オ リンピ ック記 念青 少年総 合セ ンターにおい て
標記 国際 シンポ ジウムが 開催 された.参 加者 は,外 国 人
18名を含 み,2日 間で延べ160名,発 表件 数 は招 待講演
18件,ポ ス ターの発表25件 であった.
タイ トルか らもわか るように,本 シンポ ジウムは大陸
地殻 の形成 モデル をよ り具体的 に議論 する ことを 目的 と
した もの である.日 本列島 には,典 型的な大陸地殻 とよ
べ る部分 はほ とん どない,そ の ような 日本列島 で大 陸地
殻 に関す るシ ンポ ジウム を開催 したこ とに は次の よ うな
理 由がある.
一昔前 まで,島 弧 と大陸 とは,そ の地質学的意味合 い
は全 く異 なった もの と して捉 え られてきた.し か し近年,
島弧 と大陸の詳細 な研 究が進む につ れ,大 陸地域 にかつ
ての島弧の活動 の痕跡 が残 されてい る例 が少なか らず 見
つ か って きた.今 回の シンポ ジウムの タイ トル"大 陸 の
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起源 と進化"に は,地 質学的 な時間 スケー ルで,両 者 を
リンクさせて 考「えてみた いとい う意図が こめ られ ている
こ とが理解 されるであ ろう.つ ま り,大 陸の出来始 め と
しての島弧で あ り,島 弧が活動 を くりか え した集積物 と
しての大陸で ある.島 弧 をと りま く諸現 象,た とえばサ
ブ ダ'クシ ョンに伴 う付 加体の形成,マ グマの発生 といっ
たテ ーーマ は,日 本 列島 とその周辺地域で詳 しく調べ られ,
新 しいデ ー タやア イデ アが次 々と発表 されてい る.一 方,
大陸 地域 にお いては,過 去の変動 〔造山運動 を記録 し
た岩石の研究が盛 んに行われ,そ れに時間軸 を加 えた大
陸地殻 の進化 モデルが語 られ ている.島 弧 と大陸 とい う
年代 的に隔 た りを持 った部品 を組 み合わせ る ことで,よ
り確 か らしい 大陸.地殻 形成モ デルを組 みxZてる ことがで
きるのでは ないか それが,今 回の シンポ ジウムの 大
きな 目論 見であ った.と 同時 に,シ ンポ ジウムの冒頭 で
白石 和行教授 〔極」.也研)が 述べた ように,現 在 南極のエ
ンダt－ビ・一ラン ドで進行中のSEAL　(Stl・ueture　and　Evo-
● ・…n・ ・E・s・A・…c…L・ ・h・s.ph・rel,,i'1'・・「・ 綱 鍼 果 を
取 り 入 れ た い,と い う狙 い も あ っ た.
シ ン ポ ジ ウ ム は,大 陸 地 殻 を 研 究 し て い る 研 究 者 と ド
に 島 弧 の 研 究 に か か わ'.・て き たlI本 人 研 究 者 の 招 待1講演
を 軸 に 開 催 さ れ た.こ σ)なか で,イ ギ リ ス のBrian　Wind-
ley教授{レ ス タ 一ー大 学)と 米 国 のKentCen(he教士受(二
、・t.一メ キ シ コ|:科 ノく学)に は,ノ く陸 地 殻 研 究 の 大 御 所 と
して,　keynotetalkをお 願 い した.　Wind]ey教授 は,ごrl
身 の 大 著"The　Evolving　C〔}ntinents"　を も と に,1|}:界各
地 の 変 動 帯 の 膨 大 な コ ンパ イ ル の 端 を 披 露 した.　Condie
ス140
教授 は,お もに地球化学 的側面 か らepisodicな大 陸成 プ
ロセ ス を強調 した.
.一日 に大陸地殻 の研究 とい って も,そ の分野 は多岐 に
わたる,今 回の招 待講演 だけで も,室 内でのモ デル実験
による地質構造の再現(Lyal　Ha1Tis巨り:十:西オー ス トラ
リア大学),地 震波 を用 いた ド部地殻の構造解析(Larvy
Brown博士:コ ー ネル大学),マ ン トルプ リューム とゴン
ドワナ分裂 とのかかわ り　(Lal巧・　Lawver教授:テ キサス
大学 オー ステ ィン校),地 球物理学 と岩石学 との橋 渡 しと
なる岩石の物性 物理　(David　Fountain博士:ワ イオ ミン
グ大 学),地 殻 の平 均 化 学 組 成 の見 積 とそ の意 義づ け
(Roberta　Rudnick博十:ハ ーバー ド大学),超 高温変 成
作 用の実例 とその成因　(Bas　Hensen教授:ニ ニ1、一サ ウス
ウエ ー ル ズ大学,　Simon　Harley教授:エ ジ ンバ ラ大学,
AvudaJanardhan教授:マ イソール大学),　P-Tpathの解
釈 と地質構 造 とのかかわ り　(KurtStuwe博士:モ ナ ッシ
.'r.大学),希 少鉱物 か らみ た地殻生成モデル(Ed　Grew博
士;メ ー ンノく学)な ど,地 殻物 質の実体に関す る新 しい
発見 とその意味 を探 るための様 々な試 みが進め られて い
る.
日本 か らは,丸 山茂徳教 授(東 工大),木 村 学教 授
凍 大),平 朝彦教授(東 大),有 馬 真教授 〔横浜[.F・1大)
か ら,サ ブ ダクシ ョンゾー ンとその周辺地域 で起 きてい
る様 々な現 象 につ いて,た とえば水 を含んだ スラブの沈
み込み に よる高圧変 成帯 のJf多成モデ ル,付 加体の テ ク ト
ニ クス,大 陸の出来始 め としての海洋 島弧 の重要性,も
っとも典型的な島弧 とされ る伊豆 一ボニ ン弧の岩石学的 ・
地球化学 的特性 な どが示 された.ま た,坂 野 昇平 名誉 教
授Ol(大),平 島崇 男助教授(京 大)か らは,大 陸 地域 の
いわゆ る超 高圧 変成 岩の変成履 歴について の変成 岩岩 石
学 か らのア プローチが示 された.
シンポ ジウムの準備 にか かわった ・人と して感想 を述
べ ると,外 国人研 究.者に鳥肌 の屯要性 をア ピールで きた
のではな いか とい う自負 とと もに,島 弧で育 った 日本 人
地 質屋が大陸 にでか けてい って研究 を続け る重 要性 も再
認識 させ られた,ま た,ポ ス ターー セ ッシ ョンでは,日 本
人若手研究者が積 極的 に外 国 人をつ か まえて討論 して い
る姿が11についた.
最後に な りま したが,今 回の国際 シンポ ジウム開催 に
あ たって,極 地研 内外の 方 々にひとかたな らぬ 御協 力 を
い ただきま した,こ こに感謝いた します.
第17回南極 地学 シンポ ジウム
第17回 南1亟地 学 シ ン ポ ジ ウ ム が 平 成9年10月15日
(水),16日(木)の2日 間 に わ た っ て,国 立 極 地 研 究 所
6階 講 堂 で 開 催 さ れ た.前 日 ま で 地 学 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム
「O百gin　and　Evolution　fContinents　l　が 開 か れ て い た こ と
も あ り,海 外 か ら の11名(ア メ リカ1,イ ギ リ ス1,イ ン
ド1,韓 国2,オ ー ス トラ リ ア3,ロ シ ア2)を 含 め て74
名 の 参 加 者 が あ っ た.
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傍で発生 したマグニチュー ド4.6のプレー ト内地震につい
ての報告,昭 和基地で稼働中の超伝導重力計で常時励起
されている自由振動 をとらえたという報告などがあった.
また,ホ ットスポッ トを基準にしたプレー ト運動モデル
から,南極プレー トの絶対運動 を推定する研究も報告 さ



































較 か ら堆積 速度 を推定す る研 究が報告 された.ま た,ポ
ス ター発 表で は,や ま と山脈 で採 取 された古地磁気試料
に対 して行 われた古地磁気測定の結果 につ いての報告や,
リーセ ルラルセ ン山で採取 され た古地磁気資料 を用い て,
古 地磁気 強度測定 実験 中 に発生す る2次 磁 化 を除去 する
試み につ いて の報告が なされ た.
なお,こ の シンポジウムで発表 された研 究成果 は,例
年通 りProceedings　of　the　NIPR　Symposium　onAntarctic
Geosciences,No.11として1998年に刊行す る予定 であ る.
第20回極域気水圏シンポジウム← ▼ 一 一 一 一
平成9年11月26,27日 の両 日,標 記 シンポジウムが極
地研 講堂 にお いて開催 された.例 年7月 に行わ れていた
が,参 加者の北極域 での観測活動の 時期 と重 なるな どの
理 由か ら,今 回よ り開催時期 を11月に変更 した.中 国 よ
り2名,ベ ルギー より2名 の参加を含め,計135名 が参加
.し,口頭 発表39件,ポ ス ター発表50件,計89件 の研 究
発表があ った.初 日のセ ッシ ョンは海洋 ・海氷(5),成
層圏現象(4),大 気微 量成分(7),大 気 物理 ・気候(6)
の口頭発表 と海洋 ・大気関連の ポス ター発表(24)で 構
成 され,2日 目のセ ッションは南極氷床 ドーム(5),雪氷
コア(5),氷床環境(4),解析 手法(3)の 口頭発表 と雪
氷関連の ポス ター発表(26)で 構成 された.()内 の数
字は発表件数.前 回の ような特別講 演や招待講演 は行 わ
ず,口 頭 発表 はすべて15分の持 ち時間で行われた,発 表
時間が短 い とい うこれ まで の反省 に立 ち口頭発表 数 を制
一6一
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限Lた が 、 そ れ で もt[{'発な 議 論 が あ る と15分 は 決 し て ト
分 な 時IUiては な か り た よ う だ
海 洋 関 係 の つと表 で は,衛 星 リ モ ・ートセ ン シ ン グ を 含 め
た 海 洋 観i則の 充 実 ヒ ヒ も に 斯.しい 知 見 が 見 い だ さ れ つ っ
あ る こ とが 感 じ ら れ た.大 気 関 係 の 発 表 は エ ア ロ ゾ ル,微
1,1:なkC　TI9σ)iJIけh・k'＼v)・11命」垂とfヒii:.i過干ll:,オ'ノ1ンとbk　Jti,[酎コミ1こ
関 す る 発 表,そ の 他,雲,降 水,気 候 な ど,対 流 圏 か ら
成 層 圏 ま で 多 岐 に わ た り,人 気 物 理.ノ く気 化 学 的 な1'11場
か ら 詳 細 な 観 測 と 〔解 析 か'行わ れ て い る こ と を 示 し て い た.





北 極 が40件 で あ っ た.た た.し,そ の 中 間 的 な もぴ.)もあ り.
こ れ はf更宜 的 に 分 類 ㌧ た 拮 果rごあ る.全 体 で は 南 極 の 発
表 が や や 多 い が,).L'S.・海.洋の う1'野だ け を 見 る と.南.極
;V、JyトC)づさノミカt2/:Sを[1i,V).},OU,・kω「クヒカt9ヒ毛ξ{N','そ¢り1旨トIL己ユび)
寒 冷 域 に 広 か っ て い る こ と が'疋感 さ れ た.
/月回 の シ ン ホ シ.ウム の 開iil:.にあ た リ 極 地 研 内 外 の 多 く







1由.f亟の ド1カ.≒と 資店則「:家1と題 し 『ぐ地f,k環おセの 変 」功 ピペ ン ギ
ンCり弓:.「鋲 び)1塾}f系1こ∠)し・1こ,i青ノkレ七1'!IL;薄1{ril　III∴ll [',1　f vl旦YIノ・i!"1:1
は1昭 和 基 地 の 現 川 と 題 し て.隊 員 と し て の ・」':場か ら
見 た 南 極 観;則の 日'常'につ い て,様 々 な ス ラ イ ト..を交 え つ
っ 講.漉 し,客 席 か ら 寄 ゼ.られ る 質 問 に 対.してiJ]1答を 行 っ
た.最 後 に,映|lili　I南 極 観illlj19971を1』「映 し.(.11べて の









L[i日は 雨 の 降i)1
.'きる あ い に く の 空 模 様 で あ っ た め{,地
元 関 係 者 の 積}亟|「1りなn・1'.「♪か け も あ ・ブ ご,お よ そ1.600人 の
'仁.移tべjrfゴi辻t/)カ'1・こ」.易.1二〆)y)カ・Lt,「.}.∫t"t{龍見諺Ilj　'1王..業401iL;]イtるくを
記 念 す る に ふ さ わ し い 催Lと な ・・た.
下1イー911.:,'1'F:1...:j|F.i1]i!l..Jl具川ノくii:」ミ ヒV1・:月塞y :,&・:」.、」'j「司d∫S-Qカ・L/)6り拝こ
手抄cr.)子妾:.川竹江i{(二,ヒt./一,'⊂,/」、jili:ニノヒ び)fttξ3/kカ㍉1]r{利1
基 」也V)[[1木戸 隊}(-fti.里U,」1.dlL,・[GI隊員II　と 偉f.星.|i]1"泉に よ
る 電 話 の 交 信 を 行.'・た.地 球 温 暖 化 な ど の タ イ ム リ ー な
話 題 に つ い て 小 学 生 が 質 問 す る な ど,地 球 環 境 に 対 す る










ら ㌧:壽曇 縞 這 ㌧}.二1_、s.,丁－s・1'r.、
賑わいを見世た高岡市民会館
f?i　lll　[Lilr"li拘{」・u[/yk‖1'見浬「」糸充fMft,,.;〔匡イ9i/1'「;`翁ゴこカ{ll∫Il3」1,
刺i彫.こ館 でIX.1催さ れ,第40次 南 極 地 域 観1則隊 長 及 び1・.il、tll
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情 報 科 学 セ ン タ ・一助 教 授
極 」也歴:【 南 極 地 域.観測 隊 】
第28次 越 冬 隊
【?







隊を送 り込み,12月下旬には,夏期建設要員 と物資 を昭











運用を行 うとともに,ド ームふ じ観測拠点への内陸旅行
及びやまと山脈への限石探査旅行をサポー トする.ま た,
聯 保護・関す・繭 条繍 舘 ・沿・た環境保全の諸 ●
作業 を行 う.
第38次隊 と第39次隊の交代は,2月 上旬を 目途 に行い,
「しらせ」 は2月 中旬頃昭和 基地 を離 れアム ンゼ ン湾に向
か い,ト ナー島や リーセル ラルセ ン山露岩域等で生物 調
査や潮位 計回収 などを行 うとと もに,往 路で派遣 した地
学調査 隊 をピ ックア ップす る.さ らに,海 洋観測 を行 い
つつ帰途 につ き,3月21日 に シ ドニーに寄港 し4月13日
に東京 に帰港す る予定である.
なお,第38次 越冬 隊,第39次 夏隊員 は3月28日 に シ
ドニ ーか ら空路帰国す る.
平成9年10月1日 付 け人事異動






越冬観測では,気 象,電 離層,潮 汐な どの定常観測及
びモニタリング研究観測 を継続 し,また,プ ロジェク ト
研究観測として,宙 空系の 「南極域熱圏 ・中間圏へのエ
ネルギー流入と大気変質の研究」,気水圏系の 「極域大
気一雪氷一海洋圏における環境変動機構 に関する研究」,
地学系の 「南極大陸の進化 ・変動の研究」,生物 ・医学系
の 「南極環境と生物の適応に関する研究」などの観測を
小 達 恒 雄 助 教授研 究系 ・生理生態学研究部門
(北海道大学水産学部助手)
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観 測 隊 だ よ り
昭和基地
9月15日 か ら26日 まで6名 がマ イナス50°Cの気 温の
中,みず ほ旅 行 を行い,ル ート上での地震観 測,GPS,重力
測 定を実施 した.また,旅行中,みず ほ基 地におい てスチ ー
ムドリルの掘 削試験 を行った.さらに,生物部 門の調査 とし
て,ラングホ ブデ,スカー レンの調査旅 行を行った,リュッ● オ・ホルム湾定着氷 に入った大 きな割 れ込み は冬 の間 中消
え ることが 無く,開氷面 は凍結 ・流 出を繰 り返 した.そのた
め,スカー レンまでの旅行 は,今次隊で は初 めての経験 だ
っ たこともあ り慎 重 なルー ト工作 を行 いつ つ,実 施 した.
また,9月2日 に10月 の ドー ムふ じ補 給 旅行 に使用 す る
SM100型雪上車 をとっつ き岬 に陸揚 げした.この旅行隊 は,
10月7日 に昭和基地 を出 て,28日にドームふ じ観測拠点 に
到着 した.旅行中,権が壊 れた り,雪上車 に取 り付 けたイ ン
マ ルサ ットア ンテナ に不具合 が出る トラブ ルがあ った.今
年 はブリザ ードが少 なく,雪の ドリフトが溜 まらず130kl水
槽への雪 入れ を頻繁 に行 った.日増 しに 日差 しが強 くな り
暖か くなるにつれて気 の弛 む時期で もあり,10月10日には
福島ケ ルンで慰霊祭 を行 い,福島隊員 の慰霊 と隊 の安全 を
祈願 した.
ドームふ じ観測拠点
9月15日 には 一76.4°Cの月最低気温 を記録 したが,9月
に入 り太陽の出ている時 間が 日毎 に長 くな り,浅層掘削,深
層 コアの梱包,GPS連続観測 など冬開けの さまざまな活動
を活発に行 った.10月に入 り,2回の ブリザ ードに見舞 われ,
基地周辺には高 いドリフトが積 もった.ブルドーザがエ ンジ
ントラブルで使用不能 となったため,出口付近の雪 を人 力
で除去 した.また,雪上車 を立 ち上げて,廃棄物の整理や 空
ボ ンベ の運 び出しなどを全員作業 で実施 した.待 ちに待 っ
た昭和基地か らの旅行隊は10月28日 に到着 し,10か月 ぶ
りの再 会を喜 び合 った.
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
'ド均 気 温(Meantemp
.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
'ド均 気 圧 ・海 面(Meanpressure
,
　 sealevel)　(hPa>
1そ均 蒸 気 圧 　(Mean　vapour
　 pressure)　(hPa)
'r－均 相 対 湿 度(Meanrelative
　 humidity)　(%)
平 均 風 速(Meanwindspeed)　〔m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.
　 windspeed,10-min.mean)　(m!s)
最 大 瞬 間 風 速(Gust)　 (m/s)
'ド均 雲 量(Meancloudcever)　(1/10)







































































Ion巫ic1・op1・obeの頭 文字 をとった略称であ り,オー ス
トラ リア国立 大学地球科学研 究所 で開発 された岩石の
年 代測 定のための質II1:分析計の ことである.
従来,岩石 の年代測定 のためには,.岩石 全体あ るい は
岩 石に含 まれる特定 の鉱物 を取 り出してから溶融 し,質
量 分析計でi同位体比 をilll]足していた.この 方法 は,岩石
の前処理 のためにかなりの手 間が必要で あり,また形成
年代の異 なる鉱物が含 まれていた場 合,たとえそれらが
同 じ鉱物 であって も,・括 して分析 され てしまう危険性
もあった,
これ に対 してSHRIMPに は,岩石か ら分離 された ジ
ルコンやモナザ イトといった鉱物の,10ミクロン程度 の
極微小領域 を非破壊 で分析で きる という大きな メリット
がある.この ため に,・個の ジルコ ンの粒 ∫・に記録 され
た形成 年代の 異なる結晶作 用の識別が1]1.能になりた.
'イ「 「Ψ 「 」1,.,.
た とえば.占い時 代にで きた結 晶に,新 しい町代 に結晶
した部分が覆い被 さるようなジルコンがあ ったとすると,
そ れぞ れの部位の年代が個 々に求 まる ようにな った と
い うことであ る.
このSHRIMPを 使 って,昭和.基地周辺の岩石 をい く
つか測定 したところ,ほとんどの岩石が5億 年前の変動
を受けていることが明 らかになった.これはゴンドワナ
ノく陸に見られるいわゆるパ ンアフリカン変動 とい う大規
模 な変動の記録であ ることが明 らか になった.また,そ




の ために も極めて有効 な分析機器 手段で あるが,現在
までの ところ所イ1.する研究 機関は世 界的 に見て も限 ら
ll:豊㌶篁麗麗叢㌃㍑1㌫語別 ・●
25億年 前にか けて複雑 な変動 を繰 り返 して きた岩体の











SHRIMpによ って浪1」定さnた 西 オンク.ル島のざくろ石 一黒雲母片麻岩中の ジル コンの電子顕微鏡写真 〔反射電子像)表 面に見らnる 円形のへ こ
みは、　SHRIMPの電子線があたった部分.左側のジルコンの中 心部で19億7800万 年 、外側で5億2700万 年、右側 のシル コンでは.中心部、
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